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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月18日(2014.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アデノシンリン酸エステル及びその塩よりなる群から選択される少なくとも１種である
プリン系核酸を有効成分として含有することを特徴とする、光曝露に起因する皮膚細胞異
常化の抑制における使用のための組成物。
【請求項２】
　経皮適用される請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　アデノシンリン酸エステルがアデノシン一リン酸であることを特徴とする、請求項１又
は２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記皮膚細胞異常化の抑制が、DNA修復又はDNA変異抑制を伴うことを特徴とする、請求
項１～３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　前記皮膚細胞異常化の抑制が、アポトーシスの誘導を伴うことを特徴とする、請求項１
～４のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　前記皮膚細胞異常化の抑制が、皮膚腫瘍の予防であることを特徴とする、請求項１～５
のいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
　皮膚腫瘍の予防が、皮膚腫瘍のイニシエーションの抑制を伴うことを特徴とする、請求
項６に記載の組成物。
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【請求項８】
　前記皮膚腫瘍の予防が、皮膚癌の予防を目的とすることを特徴とする請求項６又は７に
記載の組成物。
【請求項９】
　総量中に０．５～２０重量%のアデノシン一リン酸及び又はその塩よりなる群から選択
される少なくとも１種を含有することを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載の組成
物。
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